
保育園関係者説明会会議録 

                                  No．   １ 

地区名  片貝 地区 日時 

10 月 15 日（水） 

 19 時 00 分より 

 19 時 50 分まで 

参加 

者数 
13 名 

会場名 片貝保育園 司会 こども課 保育係長 書記 こども課職員 

市側の 

出席者 

民生部長 山本 芙紀子 

こども課長 高木 繁徳 

こども課保育係長 村﨑 博 

こども課保育係指導主事 青森 裕美子 

地区からの 

主な参加者 

民生委員児童委員、地区主

任児童委員、保育園保護者 

発言者 発 言 概 要 

保育係長 

こども課長 

挨 拶  

 

保育係長 

 

 

 

 

説 明                              （～19：15） 

○ 子ども・子育て支援制度について 

○ 人口の推移について 

○ 片貝保育園の園児数の推移について 

○ 適正配置計画について 
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青森指導主事 

保護者 

 

 

保護者 

保護者 

 

 

 

 

 

質疑応答 

市が管理する公共施設が多すぎるという財政的な観点から、公立保育園の数

を減らし、できるだけ民間保育所の経営を圧迫しないよう、民間へシフトす

るという考え方が前提にある。今回示した案は、あくまで案であり決定した

ものではない。今日は保護者の方々等のご意見をお聞きしたい。新制度は、

幼稚園でも保育園でも、小学校入学前の子ども達に、同水準の幼児教育をす

ることを前提とした計画である。４・５歳くらいになれば、小学校も統合が

決まっており、ある程度人数が多い大きな保育園に通わせたいという保護者

の方もいれば、０～２歳くらいの小さいうちは、家の近くに預けたいという

保護者の方もおられる。保護者の本音をお聞きしたい。その上で、案を見直

す余地もあると思っている。 

せっかくなので、奇譚のないご意見をお聞かせいただきたい。 

地元に保育園は必要だと思う。保育園がなくなると、近所に誰がいるのかも

分からなくなる。地元に保育園がなくなるということで、今後新しく家を建

てようという人もいなくなると思う。 

良い建物を建設したに、このような方向の案が出ていること自体残念である。 

３年前に引っ越して来たが、片貝小学校もなくなり、片貝保育園もなくなる

かもしれないということは、当時考えもしなかった。なくなると知っていれ

ば、おそらくこの地区には住まなかったと思う。町に下りるのではなく、こ

ちらに上ぼってくることはできないのか。これ以上片貝地区のこれ以上の過

疎化を止める方策を取ることはないのか。保育園がなくなれば、これ以上若

い人は増えないだろう。 
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５年前この地区に家を建てた時は、このような状況になるとは予想しなかっ

た。この現状を見れば、今後来ようとは思わないのではないか。子育てする

には大変良い環境であり、計画が変更になることを願う。 

保護者にもいろいろな事情があり、地元の保育園に通わせる人も通わせない

人もいるが、個人的には地元に縁があり、小さい子どもを地区の中で保育し

てもらえることはありがたい。 

小学校がなくなり、保育園もどうなるか分からない現状で、次の子どもを生

む気になれないという声を聞いた。保育園までなくなると逆に少子化が進む

のではないか。 

新聞報道を見て不安になった。来年子どもを片貝保育園に入園させる予定で

あるが、できることなら存続して片貝保育園を卒園させたい。 

平成 12 年に山女からこちらに保育園が移って来ることになり、地区を挙げて

賛成した。自分たちの子育てしていた当時は、片貝地区に住んでいながら、

自分はなかなか山女へ行くということはなかったが、子どもの送迎は、道坂

から山女まで気持ちよくできた。片貝地区では、地区の魅力づくりとして老

人会において、元気な老人が片貝地区を元気にしようと頑張っているが、地

区から子どもの声すら聞こえなくなり、高齢者だけの地区になるのではない

かと不安に思っている。 

少子高齢化の中、地域の活性化について考えると、保護者からすれば、小学

校については多くの児童の中で育てたいという声があるのは理解できるが、

保育園については地域の中で育てるのが理想の姿ではないかと思う。お年寄

りは子どもから元気をもらえるという意味では、片貝保育園の存続を望む。

経費等の問題を考えると、提示された案がぎりぎりかとも思うが、地域の活

性化を思うと複雑である。 

保護者が片貝保育園の存続を願うように、自分も同じように思う。この案は、 

平成 30年までの案であるが、それ以降の世代のことも考えると、ぜひ存続し

てもらえれば幸いである。 

小規模園の良さを感じて通わせている。施設も新しいということも合わせ、

とても残念である。 

小規模園の良さについては、先日の西布施地区説明会においても意見が出た。

一方で、小学校統合が決まっているので、早く進めてもらいたいという意見

も出たが。 

小学校の統合の件では、当初、西布施地区と天神地区の統合の方向で進んで

いたがうまく行かず、４つの統合校という現在の形にまとまった。それまで

地区でかなり揉めたので、早く進めてもらいたいという意見を言われた保護

者の方は、何年も不安な気持ちでいるよりは、やらなければならないことな

ら早く進めてもらった方がとの言い方をされたと思う。決して閉園に賛成と

いう感じには受けなかった。知り合いには、小学校に進学すると同級生が大 
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勢になるので、保育園の間に先にある程度の規模の保育園に通わせている方

もおられるという話も出た。一人一人の考え方であるが、今日の説明会では

全員一致で保育園を残してほしいという意見であり、強い気持ちとして感じ

たところである。今回お示ししている案については、これまでいろいろな会

議で出してきた案であるが、市長にこの案を提示したところ、一年早く辞表

を出すとまで言われたほどであった。出すにしても、この案を出すことによ

り、地元がこのままではいけないという気持ちになるようでなければならな

いとも言われた。保育園を存続させるにしても、どのようにして若い人を呼

び戻すかは、今後地区と一緒に考えていかなければならないと考えている。

西布施地区説明会では、公立保育園の開所時間が道下・青島地区以外の園で

は７時半から（以前は公立全園７時からであったが、要望がなかった）であ

るため、民間や大きな保育園に園児が流れるという意見も出た。山間部も７

時からの開所にすれば、地域の保育園ではない保育園に預けている方も、地

域の保育園に預けるようになるのか、どうやったら園児が増えるのか、意見

があればお聞かせいただきたい。 

小学校統合する前に、校区の変更をする検討はできなかったのか。東山から

吉島小学校にバスで通うよりは、片貝小学校へ通った方が明らかに近い。 

魚津市では、校区の変更については天神小学校がなくなってから 30年間行っ

ていない。他では大胆に変更を行っている市町村もある。魚津市では、地区

から反対もあり、案が出ては消えを繰り返し、大胆な見直しができなかった

という面はある。 

地元に保育園がある人でも、地元ではなく、他の大きな保育園に入れている

方もおられる。その理由を聞いてもらうことも必要ではないか。 

小学校がなくならないように頑張るのが一番であったと思う。小学校の統合

が決まった以上、子どもが少なくなるのは仕方がない。現在子どもの保育園

への送迎は、祖母にお願いしているが、祖母が病気等で頼れなくなると、送

迎が困難になるので開所時間が７時に早くなることはありがたい。開所時間

が７時半、閉園時間が 18時では、この保育園には預けることができない。 

小学校の統合が決まり、今後この地区に若い人が他から移って来て子どもが

増えるという可能性はないと思う。さらに保育園までなくなれば、現在住ん

でいる人たちが２人目、３人目と産むことも難しくなる。この地区で今以上

に子どもが増えることは難しいと思う。 

片貝小学校と片貝保育園の児童と園児の関わり合いは、とても良い状態であ

ったと思う。 

先程説明のあった、幼稚園・保育所のこども園化について、両者は保育時間・

保育の質が違うのに、同一にしては子どもの情緒を考えるとどうなのかと思

う。早く帰宅する子もいれば、遅く帰宅する子もいる。時間帯が違うものを

どのように一体化するのか。魚津でも取り組む中で何らかの問題が出てくる

のではないかと杞憂する。 
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子育て支援事業計画策定にあたり、市内未就学児童の保護者等を対象にニー

ズ調査を行っている。その結果を見ると、保育園が近くにあれば良いという

意見、通勤途中の利便性の高い場所にあればいいという意見が半々となって 

いる。現実問題として、これだけ少子化が進み、園児数が１人、２人と残っ

た場合、それでも存続させることができるのかという問題もある。そこで定

員の 1/2 かつ 20人以下になった場合は休園させていただきたい、ただし園児

が増える要素があれば再開もすることもあるという案を作成した。保護者の

思いや、先程意見のあった、他の保育園に通わせている保護者の意見を聞く

必要もあるかと思われる。要望等を最終的な案に反映させていければと思う。 

新制度において、幼稚園に通う子ども達は１号、保育園に通う子どもは２号・

３号に支給認定され、さらに保育園に通う子どもの中でも、保育時間につい

て、保護者の就労時間により、短時間・標準時間と区分される。認定こども

園の場合は、保護者の就労形態によらず、１号から３号までの子どもが通う

ことができるため、子ども達の帰宅時間が２時半、16時前後、18時前後とま

ちまちになることが想定される。子どもたちの成長において、危惧される部

分があるかと思っているが、県内の既に運営しているこども園の事例を見つ

つ、市としては園児の成長を阻害しないような取り組みを実施していきたい

と思っている。私立保育園のこども園化の動きが未確定のため、計画には盛

り込んではいないが、何園かの保育園は何年後かにこども園になるという話

も聞いている。公立保育園においても、２園を認定こども園とする計画でも

あり、保育園・幼稚園・認定こども園と、保護者の選択肢が広がるのではな

いかと考えている。今後しっかり対応していきたい。 

不足があれば他にご意見があればこども課までお願いします。いただいた意

見は、庁内会議、子ども・子育て会議に諮りたい。できるだけ子育て支援に

なる方向で、いただいた意見を活かしていきたい。 

（～19：50） 

 


